
種
類

名

称

施

設

所
有
者

盗
難
の
時
期

特

徴

彫
刻

木も
く

造ぞ
う

大だ
い

日に
ち

如に
よ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

今
養
寺
収

蔵
庫
（
大

阪
府
豊
能

郡
能
勢
町

野
間
西
山

三
一
二
）

宗
教
法
人

今
養
寺

（
大
阪
府

豊
能
郡
能

勢
町
野
間

西
山
三
一

二
）

平
成
二
十
二

年
三
月
二
十

日
か
ら
同
年

二
十
一
日
ま

で
の
間

像
高
一
一
七
セ
ン
チ
。
木
造
で
表
面
に
金
箔

が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
の
範
囲
に
わ

た
り
剥
落
し
、
木
肌
や
黒
漆
塗
り
が
露
出
し

て
い
る
。
内
部
は
刳
り
抜
か
れ
、
像
底
面
が

そ
の
開
口
部
に
な
っ
て
い
る
。
像
内
、
腹
部

の
裏
に
あ
た
る
位
置
に
「
経
深
」
の
墨
書
銘

が
あ
る
。
眼
に
は
玉
眼
が
嵌
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
額
中
央
の
白
毫
は
水
晶
製
で
あ
る
。

備
考一

第
一
欄
に
掲
げ
る
種
類
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料
、
歴
史

資
料
そ
の
他
の
盗
取
さ
れ
た
国
内
文
化
財
（
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
内
文
化
財
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
種
類
と
す
る
。

二

第
二
欄
に
掲
げ
る
名
称
は
、
盗
取
さ
れ
た
国
内
文
化
財
の
名
称
と
す
る
。

三

第
三
欄
に
掲
げ
る
施
設
は
、
国
内
文
化
財
が
盗
取
さ
れ
た
施
設
（
文
化
財
の
不
法
な
輸
入
、
輸
出
及

び
所
有
権
移
転
を
禁
止
し
及
び
防
止
す
る
手
段
に
関
す
る
条
約
第
七
条
ç
î
に
規
定
す
る
施
設
を
い

う
。）と
す
る
。

四

第
四
欄
に
掲
げ
る
所
有
者
は
、
盗
取
さ
れ
た
国
内
文
化
財
の
所
有
者
と
す
る
。

、

五

第
五
欄
に
掲
げ
る
盗
難
の
時
期
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
か
ら
国
内
文
化
財
が
盗
取
さ
れ
た
時
期

と
す
る
。

六

第
六
欄
に
掲
げ
る
特
徴
は
、
寸
法
、
材
質
、
形
状
、
色
そ
の
他
の
盗
取
さ
れ
た
国
内
文
化
財
の
特
徴

と
す
る
。

上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

竹
田
城
跡

昭
和
十
八
年
文
部
省
告
示
第
七
百
四
十
二
号
及
び
平
成

二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
九
号

朝
来
市
（
兵
庫
県
）

上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

ピ
リ
カ
ノ
カ

平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
百
十
四
号
及
び
平

成
二
十
二
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
号

名
寄
市
（
北
海
道
）

九
度
山
（
ク
ト
ゥ
ン

ヌ
プ
リ
）

石
狩
市
（
北
海
道
）

黄
金
山
（
ピ
ン
ネ
タ

イ
オ
ル
シ
ペ
）

神
威
岬
（
カ
ム
イ
エ

ト
ゥ
）

上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

馬
場
大
門
の
ケ
ヤ
キ
並

木

大
正
十
三
年
内
務
省
告
示
第
七
百
七
十
七
号

府
中
市
（
東
京
都
）

平成™™年�月�日 月曜日 第œš™�号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
号

埼
玉
県
川
口
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

埼
玉
県
川
口
市
幸
町
二
丁
目
二
十
三
番
地

金
杉

倉
Ö

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
八
号

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
役
場
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一

部
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
真
庭
字
浅
生
百
四
十
八
番
地
の

一

佐
藤

林
吉

〇
金
融
庁

法
務
省
告
示
第
四
号

社
債
等
登
録
法
施
行
令
（
昭
和
十
七
年
勅
令
第
四
百
九
号
）
第
一
条
第
一
項
（
同
令
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
会
社
並
び
に
社
債
等
登
録
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
七
年
大
蔵
司
法
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
登

録
機
関
及
び
そ
の
支
店
の
指
定
に
関
す
る
件
（
昭
和
十
七
年
四
月
大
蔵
省

司
法
省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
二
十
二
年
六
月
七
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

法
務
大
臣

千
葉

景
子

二
及
び
四
中
「
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

東
京
都
府
中
市
日
鋼
町

住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
事
務
推
進
部
」
を
「
住
友
信
託

銀
行
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目

住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
事
務
推
進
部
」
に
改
め
る
。

〇
文
化
庁
告
示
第
二
十
二
号

次
の
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第

五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

文
化
庁
長
官

玉
井
日
出
夫

〇
文
化
庁
告
示
第
二
十
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

文
化
庁
長
官

玉
井
日
出
夫

〇
文
化
庁
告
示
第
二
十
四
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
名
勝
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団

体
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

文
化
庁
長
官

玉
井
日
出
夫

〇
文
化
庁
告
示
第
二
十
五
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
天
然
記
念
物
を
管
理
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方

公
共
団
体
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

文
化
庁
長
官

玉
井
日
出
夫

š
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